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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本のホームレス・生活困窮者支援に求められる支援の内容や課題をふまえて、
包括的支援に向けた政策枠組みの検討および理論的展開を行うことを目的としたものである。
研究の具体的内容として、第１に、ホームレスや生活困窮者に対して包括的支援を行っている先進的事例の調査および
検討を行った。第２に、先進的な支援実践や個別ケースの分析をとおして、政策枠組みや実践課題の検討を行った。第
３に、生活困窮者自立支援法の平成27年度施行を控え、支援現場や政策担当者へのインタビュー等を交えて、同法のも
とでの支援策のあり方や、隣接する生活保護制度やホームレス対策等を視野に入れた課題の検討を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is surveying on the framework of policies for homeles
sness and poverty, through some kind of fieldwork.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 
 
日本のホームレスの実態や定義的範囲に
ついて、野宿生活者のみでなく、野宿生活に
陥るおそれのある者や不安定な居住状態に
ある者も視野に入れて、広義のホームレスと
して実態や支援策の議論が進められつつあ
る。本研究では、野宿状態を脱した元野宿生
活者や野宿生活に陥るおそれのある者を視
野に入れて、研究対象としてホームレス・生
活困窮者を掲げている。 
 政策面においては、10年間の時限立法で平
成 14 年に制定されたホームレス自立支援法
が、本研究期間中の平成 24 年に期限を控え
て、同法の政策評価の観点や、ホームレス・
生活困窮者への支援策のあり方に関する検
討を盛り込んだ調査研究を行う意義がある
と考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、日本のホームレス・生活
困窮者支援において求められる支援の内容
や課題について、全国レベルの実態や支援現
場の個別ケースにもとづいて明らかにする
とともに、国内・国外の研究および支援現場
の動向をふまえつつ、ホームレス・生活困窮
者の包括的支援に向けた政策枠組みの検討
および理論的分析の展開を行うことにある。 
 
 
３．研究の方法 
 
 上記の研究目的を達成するため、本研究で
は、第１に、研究代表者が企画・実施に携わ
っている大規模なホームレス調査およびパ
ーソナル・サポート・サービス事業のデータ
を用いて、ホームレス・生活困窮者の支援課
題の実態分析を行った。第２に、ホームレ
ス・生活困窮者の支援に関する国内外の理論
的分析のレビュー、および日本への適用可能
性の検討を行った。第３に、各地でのインタ
ビュー等のフィールドワークをふまえて、ホ
ームレス・生活困窮者の包括的支援に向けた
政策的枠組みの検討を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、ホームレス・生活困窮者の実
態分析をふまえて、包括的支援に向けた政策
枠組みの検討を行った。 
 具体的には、第１に、ホームレスや生活困
窮者に対して包括的支援を行っている先進
的事例の調査を行い、第一線の支援現場が直
面する課題を把握することができた。第２に、
先進的な支援実践や個別ケースについて、タ
イムスタディを取り入れた分析を行い、支援
内容や効果の可視化を行うことができた。第

３に、生活困窮者自立支援法の平成 27 年度
施行を控え、支援現場や政策担当者へのイン
タビュー等を交えて、同法のもとでの支援策
のあり方や、隣接する生活保護制度やホーム
レス対策等を視野に入れた課題の検討を行
うことができた。 
 以上のとおり、本研究では、先進的な支援
実践やケースを対象として独自の実態分析
を行った結果、ホームレス・生活困窮者の支
援の過程において、所得・居住・ケアをパッ
ケージとした包括的支援の必要性や、その安
定的かつ継続的な提供に向けた政策的・実践
的課題を明らかにした。 
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